













態性超伝導体 におけるパ ター ンダイナ ミクス
お茶大 ･理 太 田 隆 夫
ErRh484のような物質ではT-1Kあたりを境にして高温側で超伝導,低温で強磁性となること
が知られているOこの変化は一次相転移として起こる｡ このような系に定常電流をかけるとどうな















強轄 合 系 の 相 転 移 とソ リ トン
分子研 那 須 套一郎
相転移に伴う対称性の破れが起こった結果,低い励起エネルギーを持つソリトン型の集団的励起
状態が登場する事はよく知られている｡しかし,物質の励起状態としては,この種の集団的励起状
態だけではなく,更に高エネルギー領域には個別的励起状態も種々な型で存在する｡本講演では,
強い電子格子相互作用に由来するCDWに例をとり,,光によって励起された個別励起が如何にして
集団的励起へ変換されていくかを論議する｡強結合CDWの場合,最低エネルギーを持つ個別的励
起状態とは,パアイエルス･ギャプの下に正孔があり,ギャプの上に電子があって,両者が束縛し
た励起子である｡三嶋 ･那須の理論によれば,光によって生成した励起子は,まず,ポーラロン型
格子緩和を起こし自己局在化する｡しかるのちに,励起子と格子変形が連動した励起子の自己増殖
過程が起こり,最終的にソリトン,反ソリトン対が生成するという｡最近の一次元混合原子価金属
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